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四
　
英
国
の
判
例
（
そ
の
１
）

　
前
稿
に
お
い
て
提
示
し
た
二
つ
の
問
題
点
の
う
ち
の
一
つ
、
「
碇
泊
期
間
満
了
ま
で
に
船
積
陸
揚
が
完
了
せ
ず
出
航
が
遅
れ
た
為

に
船
主
に
損
害
が
生
ず
る
場
合
、
1
0
実
損
害
の
方
が
約
定
滞
船
料
よ
り
大
き
い
場
合
に
、
船
主
は
、
滞
船
料
の
他
に
、
実
損
害
と
滞

船
料
と
の
差
額
又
は
実
損
害
全
額
を
傭
船
者
に
請
求
で
き
る
の
か
否
か
、
2
0
実
損
害
の
方
が
約
定
滞
船
料
よ
り
小
さ
か
っ
た
場
合

に
、
滞
船
料
は
減
額
さ
れ
る
の
か
否
か
」
に
関
し
、
若
干
の
英
判
例
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
上
記
問
題
に
関
連
す
る
三
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
の
概
要
を
述
べ
、
次
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
よ
り
す

る
と
き
上
記
問
題
は
い
か
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
、
を
検
討
す
る
。

　
　
（
１
）
　
「
滞
船
料
に
関
す
る
一
考
察
（
１
）
」
成
城
大
学
経
済
学
会
「
経
済
研
究
」
第
四
十
号
一
三
五
頁
～
一
三
七
頁
。
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２
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ｐ
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１
０
２
０
~
１
０
２
４
参
照
。

Ｉ
　
判
決
の
概
要

①
　
Ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｖ
.
　
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
　
＆
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
　
（
Ｓ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｄ
ａ
ｙ
｡
　
Ｊ
ａ
ｎ
ｕ
ａ
ｒ
ｙ
　
１
９
｡
　
１
８
９
５
）

事
実
　
汽
船
チ
ャ
ー
ル
ス
ス
テ
ィ
ー
ル
ス
（
ｃ
ｒ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｅ
ｌ
ｓ
）
号
の
所
有
者
ジ
ェ
ス
・
リ
リ
ィ
他
（
Ｊ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
　
Ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｙ
ｇ
ｄ
０
９
～
）

と
、
傭
船
者
ス
テ
ィ
ブ
ン
ソ
ン
会
社
（
Ｄ
.
　
M
.
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
　
＆
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
）
間
に
次
の
よ
う
な
傭
船
契
約
が
結
ば
れ
た
。
「
上
記
船
舶

は
…
…
で
き
る
だ
け
早
く
、
バ
ー
ン
テ
ィ
ス
ラ
ン
ド
（
回
日
ｔ
｛
訃
乱
｝
、
メ
シ
ル
（
だ
Ｆ
｛
回
｝
、
ボ
ー
ネ
ス
（
Ｂ
ｏ
'
ｎ
ｅ
ｓ
昌
ま
た
は
グ
レ
イ

ン
ジ
マ
ウ
ス
（
９
呂
回
目
呂
ｔ
ど
に
赴
む
き
、
諸
宗
に
基
づ
き
、
傭
船
者
の
代
理
人
の
指
示
す
る
碇
泊
所
に
お
い
て
、
石
炭
を
満
載

す
る
（
ｒ
ｅ
ｃ
ｅ
ｉ
ｖ
ｅ
…
…
ａ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｈ
　
ｏ
ｒ
　
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｈ
ｓ
　
ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
ｏ
ｕ
ｔ
　
ｂ
ｙ
　
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
'
ｓ
　
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
し
ｆ
　
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｉ
ｒ
ｅ
ｄ
｡
　
　
ａ
　
ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｏ
ｆ
　
ｃ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
）
。
傭
船
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者
は
、
上
記
船
荷
を
供
給
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
石
炭
は
、
日
旺
、
休
日
を
除
く
好
天
日
六
十
時
間
内
で
船
積
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
…
…
も
し
そ
れ
以
上
滞
船
さ
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
一
時
間
に
つ
き
十
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
割
合
で
、
滞
船
料
が
支
払
わ

れ
る
。
但
し
、
（
石
炭
等
を
船
積
す
べ
く
）
船
舶
が
予
約
さ
れ
て
い
る
工
場
、
炭
鉱
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
…
…
ま

た
は
、
船
荷
の
入
手
、
提
供
、
船
積
も
し
く
は
陸
揚
を
遅
延
せ
し
め
る
不
可
抗
的
事
由
か
ら
滞
船
が
生
じ
た
場
合
は
、
こ
の
か
ぎ
り

で
な
い
｛
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０
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ｉ
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ｏ
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ａ
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ｇ
ｏ
.
）
。
碇
泊
期
間
（
ｙ
ｙ
‐
粂
芯
）
は
、
船
長
が
船
舶
の
到
着
を
通
知

し
、
碇
泊
し
、
船
積
も
し
く
は
陸
揚
の
準
備
を
整
え
、
そ
の
旨
の
書
面
に
よ
る
通
知
が
傭
船
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
に
発
せ
ら
れ
た

（
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ｈ
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m
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ｔ
０
…
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）
時
か
ら
、
開
始
す
る
。
…
…
」

　
一
八
九
三
年
十
月
十
九
日
、
傭
船
者
は
船
舶
（
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ル
ス
号
）
に
対
し
、
ボ
ー
ネ
ス
ぶ
ｏ
ｊ
ｌ
）
に
赴
き
そ
こ
で

船
積
す
る
よ
う
命
じ
た
。
船
舶
は
、
十
一
月
十
三
日
午
前
四
時
に
ボ
ー
ネ
ス
に
到
達
し
、
同
日
、
船
長
は
、
船
舶
が
船
荷
を
受
け
と

る
準
備
が
完
了
し
た
旨
を
、
傭
船
者
に
書
面
で
通
知
し
た
。
十
一
月
十
四
日
、
碇
泊
所
（
ｒ
Ｒ
ど
は
、
船
積
の
為
に
他
用
で
き
る
状

態
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
般
積
す
べ
き
船
荷
が
無
か
っ
た
の
で
、
そ
の
港
の
規
則
に
よ
り
、
碇
泊
所
は
他
の
船
舶
に
与
え
ら
れ
た
。

船
荷
が
到
達
し
て
船
舶
に
碇
泊
所
に
入
る
資
格
が
で
き
、
船
舶
が
碇
泊
所
に
碇
泊
で
き
た
の
は
、
十
一
月
二
二
日
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た
。
十
一
月
二
三
日
に
、
炭
鉱
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
、
十
二
月
十
一
日
ま
で
継
続
し
た
。
船
積
は
十
二
月
十
五
目
の
午
前
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三
時
十
分
に
や
っ
と
完
了
し
た
。

　
そ
こ
で
、
船
主
は
、
傭
船
契
約
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
十
六
日
午
後
六
時
（
＝
十
一
月
十
四
日
午
前
六
時
か
ら
六
十
時
間
経
過
し
た
時
点
）

か
ら
十
二
月
十
五
日
午
前
三
時
ま
で
の
間
、
即
ち
船
舶
燃
料
積
込
み
の
為
の
四
時
間
を
除
い
て
六
七
七
時
間
の
間
、
の
船
舶
の
滞
船

に
対
し
、
滞
船
料
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
（
Ｔ
ｒ
訃
ぞ
Ｉ
Ｊ
…
…
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
と
し
て
、
一
時
間
十
二
シ
リ
ン
グ
六

ペ
ン
ス
の
割
合
で
計
四
二
三
ポ
ン
ド
ニ
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
滞
船
料
（
―
｛
自
９
賢
｝
を
、
傭
船
者
に
訴
求
し
た
。

　
一
審
は
船
主
の
諸
宗
を
ほ
ぼ
認
め
て
、
傭
船
者
に
対
し
、
四
〇
八
ポ
ン
ド
ニ
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
支
払
い
を
命
じ
た
（
ｄ
ｅ
ｃ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｄ

ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｌ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｕ
m
　
ｏ
ｆ
　
　
£
　
４
０
Ｆ
り
・
こ
Ｆ
）
ｏ

　
そ
こ
で
傭
船
者
は
控
訴
し
（
ｇ
・
回
目
乱
）
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
「
傭
船
契
約
に
よ
れ
ば
、
被
告
（
＝
傭
船
者
）
は
、
ロ
ン
グ
リ

ッ
グ
炭
鉱
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
期
間
は
滞
船
料
を
支
払
う
責
任
が
な
い
。
Ｌ

　
船
主
は
こ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
「
滞
船
料
は
ス
ト
フ
イ
キ
の
期
間
に
対
し
て
も
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

免
責
条
款
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
ｅ
ｘ
ｅ
ｍ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
己
は
、
碇
泊
期
間
が
全
然
他
わ
れ
な
か
っ
た
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
（
ｉ
ｎ
　
ａ
　
ｃ
ａ
ｓ
ｅ
　
ｌ
ｉ
ｋ
ｅ
ｔ
回
ｌ
ｒ
ｇ

ｎ
ｏ
巴
必
ｏ
ｒ
ｄ
ｂ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｍ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｌ
ａ
ｙ
Ｉ
ｌ
ｙ
昌
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
も
碇
泊
期
間
が
使
用
さ
れ
て
お
れ
ば
、
ス
ト
ラ
イ
キ

が
始
ま
る
前
に
船
積
は
完
了
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
り
、
従
っ
て
、
原
告
（
＝
船
主
）
は
被
告
（
＝
傭
船
者
）
の
過
失
（
ｎ
ｅ
ｇ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
）
に

よ
っ
て
損
害
を
こ
う
む
ら
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
傭
船
契
約
は
、
免
責
条
項
に
基

づ
き
一
時
間
あ
た
り
十
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
で
賃
貸
す
る
無
期
限
の
船
舶
賃
貸
借
契
約
９
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
　
ｔ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｌ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ

ｆ
ｏ
ｒ
　
ａ
ｎ
ｙ
　
ｌ
ｅ
品
ｔ
ｎ
　
ｏ
ｔ
　
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
　
ａ
ｔ
　
ｌ
Ｚ
ｓ
.
　
　
　
(
ｊ
ｄ
.
　
　
ａ
ｎ
　
ｈ
ｏ
ｕ
ｒ
　
ｓ
ｕ
ｂ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
　
ｔ
ｏ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ｆ
ｉ
ｅ
ｄ
）
と
変
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
」

判
旨
　
ロ
ン
グ
リ
ッ
グ
炭
鉱
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
て
い
た
期
間
に
対
し
て
滞
船
料
が
傭
船
者
よ
り
船
主
に
対
し
支
払
わ
れ
る
べ
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き
か
否
か
に
つ
い
て
、
ト
レ
イ
ナ
ー
卿
（
ｒ
ｏ
ふ
Ｔ
ｏ
ｊ
ａ
）
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
、
傭
船
者
の
主
張
を
認
め
た
。

　
　
「
…
…
傭
船
契
約
は
、
も
し
も
船
舶
が
『
よ
り
長
く
滞
船
せ
し
め
ら
れ
た
と
き
は
｛
｝
０
品
ｅ
ｒ
　
　
ｄ
ｅ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｄ
）
　
n
（
こ
れ
は
、
約
定
の
碇
泊

期
間
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｐ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｌ
ａ
ｙ
-
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
よ
り
長
く
滞
船
せ
し
め
ら
れ
た
と
き
は
、
の
意
味
に
他
な
ら
な
い
が
）
滞
船
料
が
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
但
し
、
滞
船
が
『
石
炭
を
船
積
す
べ
く
船
舶
を
予
約
し
て
い
る
炭
鉱
（
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ

ｏ
ｒ
　
　
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
w
ｉ
ｔ
ｈ
　
w
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｖ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
　
m
a
ｙ
　
ｂ
ｅ
　
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
-

ｅ
ｄ
）
』
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
為
に
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
証
拠
に
よ
り
、
三
つ
の
事
実
が
明

ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
、
チ
ャ
ー
ル
ス
、
ス
テ
ィ
ー
ル
ス
号
が
、
十
月
十
九
日
（
即
ち
、
傭
船
契
約
書
の
日
付
の
十
日

後
で
、
か
つ
船
舶
の
ボ
ー
ネ
ス
到
達
の
三
週
間
前
）
に
は
、
す
で
に
ロ
ン
グ
リ
ッ
グ
炭
鉱
の
為
に
予
約
さ
れ
て
お
り
９
ａ
ｄ
　
ｂ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｅ
ｄ

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
品
ｒ
ｉ
ｇ
ｇ
　
ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ
ｙ
）
、
同
日
に
こ
の
こ
と
が
ボ
ー
ネ
ス
の
原
告
（
＝
船
主
）
の
代
理
人
に
通
知
さ
れ
て
い
た
。
第
二
、
十
一
月

二
三
日
、
ロ
ン
グ
リ
ッ
グ
炭
鉱
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
生
じ
、
十
二
月
十
一
目
ま
で
継
続
し
た
。
第
三
、
こ
の
期
間
の
間
、
チ
ャ
ー
ル
ス
・

ス
テ
ィ
ー
ー
・
ル
ス
号
の
船
荷
と
し
て
石
炭
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
Ｎ
ｏ
　
ｃ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
　
w
ｅ
ｒ
ｅ
　
ｏ
ｒ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｌ
ｄ
　
ｂ
ｅ
　
ｇ
ｏ
ｔ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｏ
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

ｔ
ｈ
ｅ
　
”
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｅ
ｌ
ご
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
理
由
と
す
る
滞
船
料
の
免
責
条
款
が
働
き
、
ス

ト
ラ
イ
キ
継
続
中
の
期
間
は
滞
船
料
支
払
い
義
務
は
生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
原
告
（
船
主
）
は
、
碇
泊
期
間
が
（
船
積
の
為
に
）
使

用
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
（
Ｗ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｎ
ｏ
　
ｕ
ｓ
ｅ
　
ｈ
ａ
ｄ
　
ｂ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｍ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｌ
ａ
ｖ
-
ｄ
ａ
ｖ
ｓ
＾
に
は
、
上
記
免
責
条
款
は
適
用
が
な
く
、
ま
た
、
被

告
（
＝
傭
船
者
）
が
碇
泊
期
間
を
使
用
し
て
お
れ
ば
ス
ト
ラ
イ
キ
が
始
ま
る
前
に
船
積
は
完
了
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
、
と
主
張
す
る

。
し
か
し
、
私
は
こ
の
見
解
に
同
意
で
き
な
い
。
商
人
が
傭
船
契
約
書
の
約
款
で
滞
船
料
を
支
払
う
べ
く
明
記
し
た
期
間
は
、
ま
さ

に
碇
泊
期
間
な
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ
れ
に
対
し
て
支
払
を
な
さ
れ
ば
な
ら
ぬ
碇
泊
期
間
な
の
で
あ
る
（
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｐ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｂ
ｙ
　
ｔ
ｈ
ｅ

ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
｡
　
　
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
｡

ａ
ｒ
ｅ
　
ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
　
ｌ
ａ
ｙ
-
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
｡
　
ｂ
ｕ
ｔ
　
ｌ
ａ
ｙ
-
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
　
ｈ
ａ
ｖ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｉ
ｄ
　
ｆ
肘
い
。
傭
船
契
約
書
に
お
い
て
、
傭
船
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者
は
十
日
の
船
積
期
間
及
び
、
さ
ら
に
、
一
日
に
つ
き
一
定
の
割
合
で
滞
船
料
を
支
払
う
べ
き
十
日
の
滞
船
料
期
間
を
有
す
る
｛
ｔ
ｈ
ｅ

ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
　
ｈ
ａ
ｖ
ｅ
　
ｔ
ｅ
ｎ
４
印
ｙ
ａ
ぎ
｝
呂
ら
回
心
夕
ｐ
口
ら
尿
口
に
印
ｙ
ｓ
　
ｉ
ｕ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
　
ｏ
ｎ
　
ａ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
　
ａ
ｔ
　
ａ
　
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
　
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｄ
μ
ｙ
’
）
、
と
規
定

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
荷
受
人
（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
）
は
二
十
日
間
の
船
積
期
間
（
ｔ
w
ｅ
ｎ
ｔ
ｙ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｔ
ｏ
　
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
）
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
た
だ

後
半
の
十
日
間
に
対
し
て
は
割
増
し
分
（
ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｅ
ｘ
ｔ
ａ
）
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
に
す
ぎ
ず
、
二
十
日
の
間
に
船
積

を
な
せ
ば
、
船
積
義
務
は
履
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
ｉ
ｓ
　
ｆ
ｕ
ｌ
ｆ
ｉ
ｌ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｔ
乙
ｏ
乱
）
。
本
件
に
お
い
て
も
、
厳
格
な
意

味
で
の
碇
泊
期
間
（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｌ
ａ
ｙ
-
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
）
は
六
十
時
間
に
限
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
期
間
を
超
え
て
船
積
の
為
に
用
い
ら
れ

た
時
間
は
、
一
時
間
に
つ
き
十
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
割
合
で
の
支
払
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
原
告
（
＝
船
主
）
は
、
こ
れ

で
は
、
規
定
料
を
支
払
え
ば
被
告
（
＝
傭
船
者
）
が
望
む
だ
け
期
間
を
延
長
で
き
る
船
舶
の
賃
貸
借
（
こ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｈ
ｉ
ｓ
　
　
（
=
ｐ
ｕ
ｒ
ｓ
ｕ
ｅ
ｒ
'
ｓ
）

v
ｅ
ｓ
ｓ
e
l
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ａ
ｎ
v
　
ｌ
ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｌ
ｉ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
i
m
e
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｗ
ｅ
ｒ
ｅ
　
ｐ
ｌ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ
｡
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
　
ｐ
ａ
ｉ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｐ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
.
）
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と

言
う
。
…
…
し
か
し
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。
滞
船
料
を
支
払
っ
て
滞
船
さ
せ
う
る
期
間
（
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
の
最
大
限
が
契
約
に

よ
り
限
定
さ
れ
て
な
い
場
合
に
は
、
法
に
よ
り
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
合
理
的
な
期
間
に
制
限
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｛
…
…
w
ｉ
ｌ
ｌ

ｂ
ｅ
　
ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｂ
ｙ
｝
ｐ
Ｗ
ｔ
ｏ
　
w
ｈ
ａ
ｔ
　
Ｉ
Ｓ
　
ｒ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
ｉ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ｉ
ｒ
ｃ
ｕ
m
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
｡
　
　
ａ
ｓ
　
ｃ
ｉ
ｒ
ｃ
ｕ
m
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
　
m
a
ｙ
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ｎ
　
ｔ
ｏ
　
ｅ
ｘ
ｉ
ｓ
ｔ
　
ｏ
ｒ
　
ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
）
。
被
告

は
滞
船
料
を
支
払
っ
て
船
舶
を
滞
船
さ
せ
る
権
利
は
あ
る
（
ｗ
ｅ
ｒ
ｅ
　
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｌ
ｅ
ｄ
　
ｔ
ｏ
　
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｖ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
　
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
が
、
滞
船

（
ｄ
ｌ
ｎ
に
ｏ
已
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
り
生
じ
た
場
合
に
は
、
滞
船
料
を
支
払
う
義
務
は
な
い
。
…
…
免
責
条
款
は
、
滞
船
料
を
支
払

っ
て
船
舶
を
滞
船
せ
し
め
得
る
期
間
（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
乱
ｄ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
w
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｖ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
　
ｉ
ｓ
　
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
今

こ
こ
で
考
察
し
て
い
る
（
即
ち
、
ス
ト
ラ
イ
キ
継
続
中
に
生
じ
た
）
滞
船
（
ｔ
尿
呂
自
）
は
こ
の
期
間
に
生
じ
た
の
で
あ
る
。
…
…
（
ス

ー
ラ
イ
キ
の
）
期
間
に
対
す
る
滞
船
料
を
差
引
い
た
差
額
の
滞
船
料
に
対
し
て
の
み
、
原
告
（
＝
船
主
）
は
権
利
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

」
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か
く
し
て
、
裁
判
所
（
Ｔ
ｒ
ｃ
ｏ
日
’
）
は
、
原
判
決
を
取
消
し
（
ｒ
Ｑ
・
匹
乱
ｔ
ｌ
ｉ
ｅ
　
ｉ
ｎ
ｔ
医
ｏ
ｃ
ｕ
ｔ
ｏ
ｒ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｒ
ｄ
　
Ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｒ
ｙ
）
、
被
告
に

対
し
一
三
六
ポ
ン
ド
五
シ
リ
ン
グ
の
支
払
を
命
じ
た
。

　
　
（
１
）
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｏ
ｔ
ｔ
ｉ
ｓ
ｈ
　
Ｌ
ａ
w
　
Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
-
Ｖ
ｏ
ｌ
.
　
　
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
　
ｐ
.
　
２
１
３
　
Ｌ
.
　
^
Ｒ
.

　
　
（
２
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
ｐ
.
　
２
１
３
　
Ｒ
.

　
　
（
３
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
ｐ
.
　
２
１
３
　
Ｒ
.

　
　
（
４
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
１
６
　
Ｌ
.

　
　
（
５
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
１
６
　
Ｌ
.

　
　
（
６
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
ｐ
.
　
２
１
７
　
Ｒ
.

　
　
（
７
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
１
８
　
Ｌ
.

　
　
（
８
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
１
８
　
Ｌ
.

　
　
（
９
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
　
　
ｐ
.
　
２
１
８
　
Ｌ
.

②
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｏ
ｒ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
｡
　
　
Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｖ
.
　
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
｡
　
　
Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
.
（
Ｔ
ｈ
ｕ
ｒ
ｓ
ｄ
ａ
ｙ
｡
　
　
　
Ｆ
ｅ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ
　
８
.
　
　
　
１
９
１
２
）

事
実
　
一
九
一
一
年
五
月
一
九
日
、
船
舶
ヂ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ム
ー
ア
号
の
代
表
船
主
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
ン
シ
マ
ン
会
社
つ
が
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｒ
ｕ
ｎ
ｃ
ｉ
ｍ
ａ
ｎ
　
＆
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
｡
　
　
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｏ
ｗ
ｇ
ａ
ｏ
｛
ｔ
ｈ
ｅ
　
”
Ｚ
ｕ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｍ
ｏ
ｏ
ｒ
”
｝
と
ベ
ル
リ
ン
の
ノ
イ
フ
ェ
ル
ト
（
Ｍ
.
　
　
Ｎ
ｅ
ｕ
ｆ
ｅ
ｌ
ｄ
）
と
の
間

に
傭
船
契
約
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
船
舶
は
カ
ー
ソ
ン
｛
｝
９
～
ｏ
ロ
）
及
び
ニ
コ
レ
イ
ェ
フ
（
ツ
ー
。
‘
・
Ｏ
Ｆ
良
）
で
船
荷
を
船

積
し
、
ラ
イ
ス
及
び
（
ま
た
は
）
グ
ラ
ス
ゴ
ー
（
に
ｉ
ｔ
ｈ
　
ａ
ｎ
ｄ
／
ｏ
ｒ
　
Ｇ
ｌ
ａ
ｓ
ｇ
ｏ
w
）
に
運
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
傭
船
契
約
書
の
第
七
条
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。
「
日
旺
日
、
受
苦
日
、
復
活
際
の
翌
日
、
聖
霊
降
臨
祭
後
第
一
の
月

旺
日
、
及
び
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
を
除
く
連
続
す
る
二
十
二
日
間
の
（
Ｔ
ｗ
ｅ
ｎ
ｔ
ｙ
-
ｔ
w
ｏ
　
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ
品
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
）
船
積
陸
揚
期
間
、
及
び
一
日
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｛
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
）
二
十
五
ポ
ン
ド
の
割
合
で
滞
船
料
を
支
払
う
場
合
に
は
、
上
記
碇
泊
期
間
の
他
に
十
日
の
滞
船
料
期
間
（
ｔ

ｅ
ｎ

ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
が
、
上
記
荷
主
に
与
え
ら
れ
る
。
（
Ｑ

・
Ｔ
w
ｅ
ｎ
ｔ
ｙ
-
ｔ
w
ｏ

ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｍ
ｇ
　
　
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
｡
　
　
　
Ｓ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
｡
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
Ｆ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ
ｙ
｡
　
　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
ｙ
｡
　
　
Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
　
Ｍ
ｏ
乱
ａ
ｙ
｡
　
　
　
ａ
乱
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
m
a
ｓ
　
Ｄ
ａ
ｙ
ｅ
ｘ
ｅ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
｡
　
　
ａ
ｒ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ａ
ｌ
ｌ
０
肖
乱
｛
回
ｌ
ｄ
ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ

…
…
｛
ｏ
Ｈ
｝
ｏ
知
４
｛
口
叫
ｐ
乱

ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ａ
ａ
ｍ
ｇ
｡
　
　
ａ
ｎ
ｄ
　
　
ｔ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
０
口
　
ｄ
.

^
i
n
u
ｊ
.
±
a
ｓ
ｃ
　
　
　
ｕ
ｖ
ｃ
ｉ
　
　
　
ａ
ｎ
ａ
　
　
　
ｃ
ｉ
Ｄ
ｏ
ｖ
ｅ
　
　
　
m
e
　
ｓ
ａ
ｉ
ｄ
　
ｌ
ａ
ｙ
-
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ａ
ｔ
　
ｔ
w
ｅ
ｎ
ｔ
ｙ
-
ｆ
ｉ
ｙ
ｅ
　
ｐ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ｓ
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

　
ｄ
々
…
…
…
）
」
。
ま
た
傭
船
契
約
書
第
十
三
条
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。
「
陸
揚
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
あ
ら
ゆ
る
階
層

の
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
も
し
く
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
為
に
、
陸
揚
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
も
し
く
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト
の
継
続
中
は
、
陸
揚
期
間
は
計
算
を
停
止
さ
れ
る
。
…
…
前
記
諸
理
由
（
＝
ス
ト
ラ
イ
キ
又
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
に
基
づ
く
遅
滞
の
場

合
に
は
、
荷
受
人
、
船
主
ま
た
は
そ
の
他
の
本
傭
船
契
約
の
当
事
者
は
、
損
害
賠
償
金
の
請
求
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
条
項

は
、
船
積
に
も
準
用
さ
れ
る
（
１
３
.
　
　
　
ｉ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ

ｃ
ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｔ
　
ｂ
ｅ
ｄ
回
ｒ
ｒ
ｇ
ｅ
ｄ
　
ｂ
ｙ
　
ｒ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
ａ
　
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
　
ｏ
こ
ｏ
硲
‐
ｏ
艮
０
｛
ｇ
ｙ
ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ

ｏ
ｆ

w
ｏ
ｒ
ｋ
ｍ
ｅ
ｎ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ
　
ｔ
ｏ
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｄ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
｡
　
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
Ｆ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
　
ｎ
ｏ
ｔ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
　
ｄ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

　
ｏ
ｆ

ｓ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
　
ｏ
ｒ
　
１
（
）
（
険
Ｉ
０
に
…
…
…
m
　
ｃ
ａ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ａ
ｎ
ｙ
　
ｄ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
　
ｂ
ｙ
　
ｒ
ｅ
ａ
ｓ
０
ｎ
　
ｏ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｂ
ｅ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
-
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ
ｓ
　
　
ｎ
ｏ

ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
　
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ

ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
　
ｂ
ｅ
　
ｍ
ａ
ｄ
Ｑ
び
Ｍ
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｃ
ｅ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｏ
ｆ
ｔ
ｒ
Ｑ
ａ
ｌ
ｏ
゛
陛
Ｑ
Ｏ
タ
ぷ
〕
’
Ｑ
｝
�
（
）
Ｉ
　
　
ｔ
ｎ
ｅ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
｡
０
り
　
｝
）
ｙ
　
ａ
ｎ
ｙ

ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
　
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
　
Ｃ
｝
｝
旨
｛
ａ
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

Ｔ
ｒ
ｒ
ｓ
Ｑ
ａ
Ｑ
巴
Ｓ
’
Ｏ
Ｑ
り
り
ぐ
｛
０
９
Ｑ
｝
呂
印
口
吻
ｏ
｛
９
り
箕
回
目
ａ

‘
｝
」
ｏ

　
こ
の
傭
船
契
約
の
条
件
に
よ
り
、
ノ
イ
フ
ェ
ル
ト
会
社
は
、
穀
物
を
船
積
し
船
荷
証
券
を
受
け
と
っ
た
が
、
傭
船
契
約
書
の
約
款

は
こ
の
船
荷
証
券
の
約
款
の
中
に
移
入
さ
れ
て
い
た
（
…
…
図
ヽ
Ｌ
ｉ
ｍ
Ｄ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
　
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｔ
ｅ
ｒ
m
ｓ
　
ｏ
ｆ
ｃ
≒
…
…
）
。
こ
の
船

荷
証
券
が
被
告
（
Ｄ
ｅ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ

=

Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｃ
Ｏ
ヨ
写
局
’
回
目
ぽ
ｄ
）
に
裏
書
き
さ
れ
た
。
ヂ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ム
ー
ア
号
は
、
カ
ー
ソ
ン

及
び
ニ
コ
レ
イ
エ
フ
に
お
け
る
船
積
に
十
一
日
を
費
し
、
一
九
一
一
年
七
月
四
日
、
ラ
イ
ス
に
到
達
し
た
。
そ
の
当
時
、
ラ
イ
ス
港
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で
は
港
湾
労
働
者
（
ｄ
ｏ
・
ｒ
Ｆ
呂
ｒ
～
）
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
七
月
十
二
日
の
正
午
に
終
了
し
、
翌
七
月

十
三
日
に
陸
揚
が
開
始
さ
れ
、
七
月
二
十
一
日
金
旺
日
の
夕
方
に
終
了
し
た
。
七
月
十
六
日
は
日
旺
日
で
あ
っ
た
の
で
、
結
局
、
ラ

イ
ス
港
の
陸
揚
に
八
日
か
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
上
記
船
舶
は
、
次
い
で
グ
ラ
ス
ゴ
ー
港
に
向
い
、
そ
こ
で
の
陸
揚
に
七
月
二
十

五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
七
日
間
を
費
し
た
。
か
く
し
て
、
船
積
及
び
陸
揚
に
使
わ
れ
た
日
数
は
、
通
算
し
て
二
十
六
日
に

な
り
傭
船
者
に
与
え
ら
れ
た
二
十
二
日
間
の
碇
泊
期
間
を
四
日
超
過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
ヂ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ム
ー
ア
号
の
船
主
で
あ
る
原
告
（
ｔ
氏
回
～
）
ム
ー
ア
ラ
イ
ン
株
式
会
社
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｏ
ｒ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
｡
　
　
Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
）

は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
執
行
官
裁
判
所
（
Ｓ
ｈ
ｅ
ｒ
ｉ
ｆ
ｆ
ｃ
ｏ
ロ
ユ
）
に
お
い
て
、
デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ
ー
ズ
株
式
会
社
（
Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｏ
ヨ
り
呂
ｙ
Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
-

ｔ
ｅ
ｄ
）
を
被
告
（
ｄ
Ｑ
ｔ
ｌ
～
）
と
し
て
訴
を
提
起
し
、
被
告
は
ヂ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ム
ー
ア
号
の
船
荷
に
対
す
る
船
荷
証
券
の
被
裏
書
人
と

し
て
同
船
の
陸
揚
に
お
い
て
生
じ
た
滞
船
料
支
払
い
の
責
任
あ
り
と
し
て
、
英
貨
百
ポ
ン
ド
（
㈹
）
０
０
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
）
の
支
払
い
を
求
め

た
〇

　
こ
れ
に
対
し
被
告
は
、
二
十
二
日
を
越
え
る
四
日
の
超
過
は
、
ラ
イ
ス
港
の
港
湾
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
結
果
生
じ
た
混
雑

　
（
８
品
Ｑ
Ｒ
自
）
に
因
り
ラ
イ
ス
港
の
陸
揚
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
ず
陸
揚
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
傭
船
契
約
第
十

三
条
項
の
免
責
条
款
に
よ
り
免
責
さ
れ
る
と
抗
弁
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
原
告
は
敗
訴
し
た
。

　
そ
こ
で
、
原
告
（
船
主
）
は
控
訴
し
（
召
Ｉ
Ｆ
ｄ
）
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
『
－
：
…
・
傭
船
契
約
書
第
十
三
条
項
の
最
後
の
部
分
は

損
害
賠
償
請
求
権
（
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
）
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
滞
船
料
（
Ｆ
呂
９
努
）
と
滞
船
に
対
す
る
損
害
賠
償
金

（
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
間
に
は
、
明
ら
か
な
差
異
が
あ
る
。
損
害
賠
償
請
求
権
（
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
ｓ
　
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
）
は
、
不
法
行
為

に
基
づ
い
て
（
ｅ
ｘ
　
ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
ｔ
ｄ
）
生
ず
る
。
他
方
、
滞
船
料
（
ｄ
ｇ
肖
ｒ
高
昌
は
純
料
に
契
約
上
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
碇
泊
期
間
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経
過
後
の
一
定
期
間
船
舶
を
使
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
合
意
さ
れ
た
報
酬
（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
-
ｏ
ｎ
　
ｐ
ａ
ｙ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｏ
ｒ
　
ｈ
ｉ
ｒ
こ
０
こ
ｒ
訃
ぞ
宵

Ｑ
Ｆ
乱
哨
訃
ｄ
Ｓ
ａ
｛
ｈ
ｅ
ぞ
Ｉ
ｄ
Ｑ
ｙ
ご
で
拡

Ｖ

｝
：
…
滞
船
料
期
間
（
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
に
適
用
さ
る
べ
き
免
責
約
款
は
第

十
三
条
項
の
最
初
の
部
分
に
あ
り
、
こ
れ
は
『
陸
揚
期
間
（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
Ｆ
ｒ
「
託
品
」
』
（
こ
れ
は
碇
泊
期
間
ｌ
ａ
ｙ
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
と
滞
船
料
期

間
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
の
両
者
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
は
ス
ト
ラ
イ
キ
継
続
中
は
計
算
を
停
止
さ
れ
る
（
呂
｛
８
呂
ｔ
｝
と
規
定

し
て
い
る
。
…
…
」

　
こ
れ
に
対
し
て
被
告
（
被
控
訴
人
）
ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
　
（
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
）
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
「
第
十
三
条
項
に
よ
れ
ば
、
ど
ん
な

風
に
で
あ
れ
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
時
間
が
失
わ
れ
た
場
合
に
は
損
害
賠
償
請
求
権
（
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
）
は
生
じ
な
い
、
と
規
定

し
て
い
る
。
本
件
の
陸
揚
遅
滞
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
滞
船
料
期
間
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｏ
ｎ
.
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
は
明
ら
か

に
陸
揚
期
間
"
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
”
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
滞
船
料
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
”
と
い
う
言
葉
は
、
最
初
は
、
碇
泊
期

間
を
こ
え
る
一
定
期
間
に
対
す
る
合
意
さ
れ
た
報
酬
（
ａ
ｎ
　
ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
-
ｏ
ｎ
　
ｐ
ａ
ｙ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ａ
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ｆ
ｉ
ｅ
ｄ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｄ
　
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
乱
｛
ｒ
ｒ
ｙ
‐
ｄ
Ｑ
ｙ
昌

を
意
味
し
た
が
、
こ
の
言
葉
の
意
味
は
次
第
に
拡
大
さ
れ
、
現
在
で
は
、
滞
船
料
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
は
、
厳
密
な
意
味
で
は
、
当
事
者
の
合

意
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
、
一
定
期
間
の
船
舶
の
滞
船
に
対
す
る
額
の
約
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
金
（
ｌ
ｉ
ｑ
ｕ
ｉ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ａ
　
ｆ
ｉ
ｘ
ｅ
ｄ

ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
乱
ｔ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
｡

ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｄ
鄙
ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｂ
ｅ
ｔ
w
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
）
を
意
味
す
る
。
世
間
一
般
に
使
わ
れ
て
い

る
意
味
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
滞
船
に
対
す
る
額
の
約
定
さ
れ
な
い
損
害
賠
償
金
（
ｕ
ｎ
ｌ
ｉ
ｑ
ｕ
ｉ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
ｌ
１
０
昌
さ
え

も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
」

判
旨
　
控
訴
棄
却
（
Ｔ
ｒ
ｃ
呂
は
ｄ
ｌ
ｓ
m
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ａ
ｌ
）

（
理
由
）
　
サ
ル
ベ
ー
ス
ン
卿
（
ｒ
Ｒ
ｄ
ｂ
ａ
ｌ
ｖ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
）
は
争
点
と
な
っ
て
い
る
第
十
三
条
項
の
第
三
の
部
分
、
即
ち
、
「
前
述
の
理
由
に
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基
づ
く
遅
滞
の
場
合
に
は
、
荷
受
人
、
船
主
、
又
は
そ
の
他
の
傭
船
契
約
の
当
事
者
は
、
損
害
賠
償
金
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
（
…
…
ｉ
ｎ
　
ｃ
ａ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ａ
ｎ
ｙ
ｄ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
　
ｂ
ｙ
ｒ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｂ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
-
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
　
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ
ｓ
　
ｎ
ｏ
　
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
　
ｂ
ｅ
　
ｍ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｂ
ｙ

ｔ
ｈ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｃ
ｅ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
｡
　
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｏ
w
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
｡
０
Ｍ
ざ
ｙ
自
ｙ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
　
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
　
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
.
　
）

ｊ
と
い
う
文
章
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
…
…
原
告
は
、
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
に
対
す
る
請
求
は
損
害
賠
償
の
請
求
（
ａ

ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
　
ｆ
ｏ
ｒ

ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
）
と
は
異
り
、
従
っ
て
こ
の
条
項
（
＝
第
十
三
条
項
）
は
滞
船
料
期
間
（
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
満
了
後
の
滞
船
（
ｄ
Ｑ
｛
ａ
ｔ
－
０
ロ
｝

に
対
す
る
損
害
賠
償
金
の
請
求
（
ａ
　
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
　
ｏ
ｆ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
）
に
対
し
て
は
傭
船
者
を
保
護
す
る
が
、
厳
密
に
滞
船
料
（
ｔ
∃
ａ
ｒ
高
昌
と

呼
ば
れ
る
も
の
の
請
求
に
対
し
て
は
何
ら
傭
船
者
を
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い
と
、
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
が
正
し
い
と
す
れ

ば
、
ス
ト
ラ
イ
キ
ー
ー
こ
れ
は
滞
船
料
期
間
（
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｏ
ｎ
ｄ
召
だ
ｒ
口
回
）
が
は
じ
ま
る
前
に
終
了
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
｜
に

よ
っ
て
陸
揚
作
業
が
最
も
影
響
う
け
や
す
い
期
間
に
傭
船
者
は
保
護
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
契
約
意

思
の
合
理
的
な
解
釈
の
仕
方
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
の
解
釈
の
余
地
が
な
い
と
い
う
場
合
で
な
い
か
ぎ
り
、
容
易
に
こ
の
よ
う
な

解
釈
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
原
告
の
論
拠
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
は
損
害
賠
償
の
請
求
９
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
）
で
は
な
く
て
、
碇

泊
期
間
｛
｝
々
ｌ
ｄ
Ｑ
ｙ
昌
満
了
後
傭
船
者
の
都
合
で
継
続
し
て
船
舶
を
使
用
な
い
し
賃
借
（
即
諾
）
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
対
す
る
報
酬
と

い
う
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
時
あ
る
程
度
の
支
持
を
得
、
ま
た
Ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｙ
　
Ｖ
.
　
　
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ

事
件
に
お
い
て
、
Ｔ
ｒ
ａ
ｙ
ｎ
ｅ
ｒ
卿
に
よ
り
支
持
さ
れ
た
理
論
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）

は
、
『
船
積
、
陸
揚
の
た
め
に
、
合
意
さ
れ
た
期
間
を
越
え
て
滞
船
し
た
こ
と
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
（
予
め
額
の
）
合
意
さ
れ
た

損
害
賠
償
金
ａ
ｇ
ａ
ｄ
－
ｏ
ｎ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｉ
ｄ
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
０
｛
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
　
ｉ
ｎ
　
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｏ
ｒ
　
ｕ
ｎ
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｏ
ｄ
｛
Ｆ
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a
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
-
ｏ
ｎ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｄ
』
で
あ
る
と
解
す
る
方
が
、
よ
り
正
確
な
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）

と
滞
船
に
対
す
る
損
害
賠
償
金
（
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
忌
呂
自
）
の
差
は
、
前
者
は
額
が
予
め
約
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
金
（
邸
氏
ｄ
Ｅ
ｄ

ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
額
が
予
め
約
定
さ
れ
て
い
な
い
損
害
賠
償
金
（
呂
ｙ
Ｓ
ｄ
Ｑ
｛
乱
｝
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

ど
ち
ら
の
請
求
も
滞
船
（
ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
已
に
関
す
る
請
求
で
あ
り
、
損
害
賠
償
金
の
請
求
９
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
　
ｏ
ｆ
ｄ
ｇ
高
ａ
）
の
性
質
を
持
つ
も

の
で
あ
る
。
実
際
、
商
人
の
間
で
は
、
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
と
い
う
言
葉
は
、
厳
密
な
意
味
で
滞
船
料
（
ｄ
ａ
回
ぷ
９
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
、
及
び
滞
船
に
対
す
る
額
の
予
め
約
定
さ
れ
て
い
な
い
損
害
賠
償
金
（
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
両
者
を
含
む
広
い
意
味

で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
・
・
・
・
・
・
従
っ
て
、
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
が
滞
船
に
対
す
る
額
の
予
め
約
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
金

（
Ｊ
ロ
Ｆ
ｌ
ｄ
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｌ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
十
三
条
項
の
第
三
の
部
分
か
ら
除
外
さ
れ
ず
、
『
損
害
賠
償

金
に
対
す
る
請
求
（
は
…
…
な
い
）
（
ｎ
ｏ
　
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ
　
ｔ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
）
　
n
と
い
う
言
葉
に
包
摂
さ
れ
る
と
判
決
す
る
こ
と
に
何
ら
の
困
難
は

な
い
と
思
う
。
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
と
い
う
言
葉
は
こ
の
条
項
に
使
う
こ
と
は
適
当
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ

の
条
項
は
遅
滞
｛
ｄ
の
｝
々
）
の
場
合
に
い
か
な
る
請
求
が
な
さ
れ
て
も
、
荷
受
人
の
み
な
ら
ず
船
主
の
責
任
を
も
免
除
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
」
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③
　
Ａ
ｋ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｓ
ｋ
ａ
ｂ
ｅ
ｔ
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｖ
.
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｏ
ｓ

。
　
Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
（
Ｃ
.
Ａ
.
　
　
　
１
９
２
６
　
Ｊ
ｕ
ｎ
ｅ
　
２
９
｡
　
　
３
０
　
Ｊ
ｕ
ｌ
ｙ
　
１
｡
　
　
２
２
）

事
実
　
傭
船
契
約
書
に
よ
れ
ば
、
傭
船
さ
れ
た
船
舶
サ
ガ
テ
ィ
ン
ド
（
汐
９
ｔ
Ｆ
ｄ
）
号
は
白
海
（
Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ
　
Ｓ
ｅ
ａ
）
の
あ
る
港
に
お
も
む

き
、
そ
こ
で
材
木
八
百
五
十
本
か
ら
な
る
満
船
船
荷
９
ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
　
ａ
ｎ
ｄ
８
∃
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｏ
ｆ
８
５
０
　
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
ｓ
ａ
ｗ
ｎ
　
ｔ
ｉ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
）
を
船
積

し
、
英
国
の
一
港
に
運
送
し
、
単
位
当
り
で
定
ま
っ
た
運
賃
の
支
払
い
と
引
換
え
に
船
荷
を
引
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
傭
船
契

約
書
第
三
条
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。
「
…
…
船
積
は
、
一
好
天
作
業
日
に
つ
き
松
板
及
び
床
張
り
板
は
八
十
本
、
そ
の

他
の
木
材
は
六
十
本
の
割
合
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
。
船
舶
が
船
積
…
…
の
為
に
上
記
期
間
を
越
え
て
滞
船
せ
し
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
一
日
二
五
ポ
ン
ド
の
割
合
で
滞
船
料
（
ｄ
ａ
目
口
９
）
が
支
払
わ
れ
る
。

　
　
　
（
ｃ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ
　
３
.
　
･
…
…
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ

ｌ
ｏ
ａ
ｄ
ｅ
ｄ
　
ａ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ａ
ｔ
ｅ

ｏ
ｔ
　
８
０
　
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
　
ｐ
ｅ
ｒ
Ｗ
ａ
Ｆ
ａ
Ｗ
Ｒ
ｒ
ｎ
㈹
ｄ
ａ
ｙ
　
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
　
ｄ
ｅ
ａ
ｌ
ｓ
　
　
ａ
ｎ
ｄ
ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
　
　
ａ
ｎ
ｄ
呂
ａ
Ｅ
ｏ
ｄ
目
脂
｛
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｑ

ｎ
ｏ
ｏ
助
…
…
…
∽
ｒ
ｏ
巴
４
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
　
ｂ
ｅ
ｄ
ｅ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｄ
ヴ
々
ｏ
ｏ
ｄ
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

ｓ
ｔ
ｉ
ｐ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ａ
ｓ
　
ａ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
ｙ
吻
…
…
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ

ｐ
ａ
ｉ
ｄ
　
ａ
ｔ
　
２
５
１
.
　
　
　
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｙ
｡
　
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｐ
ｒ
ｏ
　
ｒ
ａ
ｔ
ａ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ａ
ｎ
ｙ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ｏ
ｆ
.
」
。

　
船
舶
は
十
月
の
始
め
に
船
積
港
に
到
着
し
た
。
も
し
約
定
の
速
度
で
船
積
が
な
さ
れ
て
お
れ
ば
、
八
百
五
十
本
の
満
船
船
荷
雪
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f
ｕ
ｌ
ｌ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
　
ｏ
ｆ
　
８
５
０
　
ｓ
ｔ
ａ
乱
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
）
を
船
積
し
、
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
合
法
的
に
陸
揚
港
ま
で
運
送
し
、
船
主
は
満

船
船
荷
（
回
）
呂
心
ｏ
）
の
運
賃
を
獲
得
で
き
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
船
主
の
責
に
帰
せ
な
い
事
由
で
船
積
が
遅
れ
、
五
百
四

十
四
本
ぶ
太
ほ
呂
ｄ
母
ｄ
昌
船
積
す
る
の
に
十
月
十
七
日
ま
で
か
か
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
為
、
陸
揚
港
に
十
月
三
十
一
曰
ま
で
に
到

着
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
従
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
量
の
船
荷
を
運
送
す
る
こ
と
は
Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ａ
ｃ
ｔ
｡
　
　
　
１
９
０
６
の

十
条
に
違
反
す
る
の
で
不
可
能
と
な
り
、
結
局
船
主
は
五
百
四
十
四
本
分
の
運
賃
し
か
取
得
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で

船
主
は
、
差
額
三
百
六
本
分
の
空
積
運
賃
（
ｄ
Ｑ
乱
ｉ
容
ｔ
）
を
求
め
て
提
訴
］
七
。

　
一
審
判
決
に
お
い
て
グ
リ
ー
ア
判
事
（
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｒ
　
Ｊ
.
）
は
船
主
勝
訴
の
判
決
を
下
し
た
が
、
そ
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
1
°
傭
船

契
約
書
第
三
条
項
に
よ
り
「
傭
船
者
は
合
意
さ
れ
た
速
度
で
船
積
す
べ
く
約
束
し
た
の
で
あ
り
（
Ｃ
ｒ
ｌ
気
呂
ｄ
ａ
ｔ
Ｑ
ｒ
ｎ
乙
こ
乙
ｏ
乱

ａ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
　
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
）
、
傭
船
者
が
合
意
さ
れ
た
速
度
で
船
積
し
な
い
場
合
は
契
約
違
反
と
な
る
（
ｈ
ａ
ｓ
　
ｂ
ｒ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｔ
ａ
Ｓ
Ｏ
｛
ｔ
ｒ
ｃ
ｏ
ｎ
-

ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
｝
°
た
だ
、
同
時
に
、
こ
の
契
約
違
反
に
対
し
て
支
払
れ
る
べ
き
損
害
賠
償
金
が
約
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
2
゜
傭
船
者

は
、
こ
の
「
合
意
さ
れ
た
速
度
で
船
積
す
る
義
務
」
の
他
に
、
傭
船
契
約
上
、
満
船
船
荷
｛
Ｑ
回
｝
呂
ｄ
・
呂
芭
Ｅ
Ｃ
Ｑ
心
ｏ
）
を
船
積

　
｛
｝
ｏ
乱
）
も
し
く
は
提
供
（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
ｄ
Ｑ
）
す
べ
き
義
務
（
否
々
又
は
〇
ｂ
ｌ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
を
負
う
か
ら
、
船
主
は
こ
の
義
務
違
反
（
ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
）

に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
滞
船
料
と
は
別
に
空
積
運
賃
こ
・
乱
ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
３
゜
傭
船
契
約
書
第
三
条
項

の
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
は
、
「
船
舶
の
滞
船
に
対
し
て
…
…
支
払
わ
れ
る
損
害
賠
償
金
（
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
…
…
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ

ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
）
」
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
満
船
船
荷
を
船
積
な
い
し
提
供
す
べ
き
義
務
の
不
履
行
に
対
す
る
損
害
賠
償
金
で
は
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
傭
船
者
は
控
訴
（
名
句
Ｌ
）
し
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
「
傭
船
者
が
碇
泊
期
間
（
ｒ
ｙ
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
）
内
に
船
積
を
完

了
で
き
ず
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
を
支
払
う
責
任
を
生
じ
た
場
合
は
、
傭
船
契
約
違
反
（
ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
）
と
な
る
、



と
す
る
原
審
は
違
法
（
肖
ｏ
品
）
で
あ
る
。
商
人
が
傭
船
契
約
書
で
約
定
す
る
滞
船
料
期
間
は
、
正
に
碇
泊
期
間
な
の
で
あ
っ
て
、

た
だ
、
報
酬
が
支
払
れ
る
碇
泊
期
間
な
の
で
あ
る
（
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｐ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｂ
ｙ
ｔ
ｈ
ｅ
　
m
e
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
｡
　
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
｡
　
ａ
ｒ
ｅ
　
ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
　
ｌ
ａ
ｙ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
.

ｂ
ｕ
ｔ
　
ｌ
ａ
ｙ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
　
ｈ
ａ
ｖ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｉ
ｄ
　
ｆ
ｏ
ｒ
）
。
…
…
厳
密
な
意
味
で
の
滞
船
料
（
ｄ
ａ
日
Ｍ
ｌ
）
は
、
傭
船
契
約
違
反
に
対
す
る
、
額

が
予
め
約
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
金
（
Ｊ
ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ａ
　
ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
　
ｏ
ｆ
　
ａ
ｃ
ｒ
ｌ
召
Ｅ
ｙ
）
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、

碇
泊
期
間
を
超
え
る
船
舶
の
使
用
に
対
す
る
合
意
さ
れ
た
報
酬
（
ａ
ｎ
　
ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
　
ｐ
ａ
ｙ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｕ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
　
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｌ
ａ
ｙ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ｄ
々
昌
な
の
で
あ
る
。
…
…

　
…
…
傭
船
者
は
、
少
な
く
と
も
碇
泊
期
間
経
過
後
の
合
理
的
期
間
は
船
舶
を
滞
船
さ
せ
る
権
利
が
あ
る
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ

　
し
か
し
、
か
り
に
式
０
０
ｒ
ｅ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｖ
.
　
　
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｏ
・
事
件
で
サ
ル
ヴ
ェ
ー
ス
ン
卿
の
言
う
ご
と
く
、
滞
船
料
が
『
船
舶
の
船
積

遅
滞
に
対
す
る
（
額
の
予
め
）
合
意
さ
れ
た
損
害
賠
償
金
ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
ｂ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｉ
ｄ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
　
ｉ
ｎ
　
ｌ
ｏ
乱
－

‘
兵
…
…
び
Ｑ
ｙ
ｏ
ｏ
ｄ
ａ
ｎ

ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
乱
』
で
あ
る
と
し
て
も
、
船
主
は
こ
の
合
意
さ
れ
た
損
害
賠
償
金
の
他
は
、
何
も
請
求
で
き

な
い
。
…
…
」

　
こ
れ
に
対
し
船
主
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
即
ち
、
傭
船
者
は
こ
の
傭
船
契
約
の
も
と
に
二
重
の
義
務
を
負
う
。
一
つ
は
、
満

船
船
荷
を
船
積
す
る
こ
と
（
ｔ
乙
ｏ
乱
Ｑ
回
↑
ａ
晨
ｏ
）
で
あ
り
、
他
は
、
碇
泊
期
間
内
即
ち
十
月
十
七
日
ま
で
に
こ
の
船
荷
を
船
積
完

了
す
る
こ
と
で
あ
る
。
傭
船
者
は
こ
の
両
義
務
と
も
果
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
の
義
務
違
反
に
対
し
て
は
、
損
害
賠
償
金
が

傭
船
契
約
第
三
条
項
に
よ
り
約
定
さ
れ
て
お
り
、
約
定
賠
償
金
（
ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
　
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
）
を
支
払
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ

を
支
払
っ
た
と
し
て
も
、
八
百
五
十
本
の
船
荷
全
部
を
船
積
す
べ
き
第
一
の
義
務
を
免
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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判
旨
　
棄
却
（
ｄ
ｉ
ｓ
ｓ
m
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｄ
　
w
ｉ
ｔ
ｈ
　
ｃ
ｏ
ｓ
ｔ
）

　
バ
ン
ク
ス
判
事
（
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｓ
　
Ｌ
.
　
Ｊ
.
）
、
ア
ト
キ
ン
判
事
（
Ａ
ｔ
ｋ
ｉ
ｎ
　
Ｌ
.
　
Ｊ
.
）
及
び
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
判
事
（
Ｓ
ａ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
　
Ｌ
.
　
Ｊ
.
）
が
そ
れ
ぞ
れ

判
決
理
由
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
大
要
を
次
に
記
す
。

　
１
バ
ン
ク
ス
判
事
「
…
…
問
題
は
二
つ
あ
る
。
即
ち
、
傭
船
者
に
傭
船
契
約
違
反
（
７
ａ
訃
）
が
あ
る
か
、
及
び
、
も
し
あ
れ
ば
、

約
定
さ
れ
た
割
合
の
滞
船
料
の
支
払
で
、
契
約
違
反
が
修
復
さ
れ
た
か
（
ｒ
ｓ
ｔ
ｒ
Ｆ
ｄ
）
が
問
題
と

こ
い

。

　
…
…
彼
（
＝
ｃ
Ｆ
胞
ｙ
り
判
事
）
は
、
『
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
と
い
う
言
葉
は
厳
密
に
は
、
傭
船
契
約
書
に
明
定
さ
れ
又
は
傭
船

契
約
書
か
ら
推
定
さ
れ
る
一
定
期
間
を
、
越
え
る
許
さ
れ
た
滞
船
に
対
す
る
合
意
さ
れ
た
追
加
報
酬
（
茫
２
回
の
良
江
ｄ
Ｅ
Ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
ｐ
ａ
ｙ
-

ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ａ
ｎ
　
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
w
ｅ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
　
ａ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｄ
　
ｅ
ｉ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ｔ
ｉ
ｅ
ｄ
　
ｉ
ｎ
　
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｆ
ｒ
o
m
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
を
意
味
す

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
広
く
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
用
法
と
し
て
、
不
当
な
滞
船
に
対
す
る
損
害
賠
償
金

（
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
ｐ
ｅ
ｎ
ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｕ
乱
ｕ
ｅ
ｄ
Ｑ
常
呂
呂
）
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
我
々
は
滞
船
料
に
関
す
る
条
項
の
み
な
ら
ず
傭
船
契
約
書
全

体
か
ら
滞
船
料
の
正
確
な
意
味
を
推
定
（
８
）
｛
ａ
｝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
』
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
博
学
な
判
事
が
、
許
さ
れ
た
滞
船

（
回
ｏ
Ｗ
ｅ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
と
不
当
な
滞
船
（
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
傭
船
契
約
が
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ｃ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
　
Ｖ
.
　
　
　
M
a
ｓ
ｓ
ｅ
ｙ
事
件
に
お
け
る
如
く
、
一
定
日
数
の
滞
船
料
期
間
（
こ
の
事
件
の
場
合
に
は
十
日
間
で
あ
っ
た
が
）
（
ａ
　
ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
ｎ
　
ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

ｏ
ｔ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
（
ｉ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
　
ｃ
ａ
ｓ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
）
０
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
を
規
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
Ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｙ
　
＆
Ｃ
Ｏ
.
　
Ｖ
.
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
　
＆
Ｃ
ｏ
・
事
件

に
お
け
る
『
商
人
が
約
定
し
た
滞
船
料
期
間
は
、
ま
さ
に
碇
泊
期
間
な
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ
れ
に
対
し
て
報
酬
を
払
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
碇
泊
期
間
な
の
で
あ
る
（
ｄ
Ｑ
ｙ
ｓ
　
　
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｐ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｂ
ｙ
ｔ
ｒ
∃
ｅ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
｡
　
　
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
｡
　
　
ａ
ｒ
ｅ
　
ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
　
ｌ
ａ
ｙ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
｡
　
　
ｂ
ｕ
ｔ
　
ｌ
ａ
ｙ
　
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
　
ｔ
ｈ
ａ
ｔ

ｈ
ａ
ｖ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｉ
ｄ
　
ｌ
ｏ
ｒ
.
　
）
ｊ
と
い
う
Ｔ
ｏ
ｙ
ｎ
ｅ
ｒ
郷
の
大
い
に
議
論
さ
れ
た
判
決
は
、
十
分
確
立
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
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（
缶
）

し
、
本
件
に
お
い
て
は
こ
の
点
に
つ
い
て
何
ら
の
意
見
を
述
べ
る
必
要
も
な
い
。

　
我
々
が
本
件
に
お
い
て
取
扱
っ
て
い
る
の
は
、
ｃ
｝
ａ
訃
ｙ
図
・
判
事
が
不
当
な
滞
船
守
Ｌ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
昌
と
述
べ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
取
扱
う
に
あ
た
っ
て
、
傭
船
契
約
の
顕
著
な
特
色
の
一
つ
を
銘
記
す
る
必
要
が
あ
る
。
船
積
及
び
陸
揚
、
又

は
船
積
も
し
く
は
陸
揚
の
た
め
の
碇
泊
期
間
の
日
数
が
定
ま
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
時
間
（
吊
ｇ
）
は
契
約
の
本
質
（
～
ａ
ｇ
）

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
確
立
さ
れ
て
い
る
。
船
主
は
、
単
に
碇
泊
期
間
が
満
了
し
た
の
に
契
約
は
完
遂
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

理
由
だ
け
で
は
、
契
約
を
終
了
し
た
も
の
と
み
な
し
て
船
舶
を
出
航
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
傭
船
者
の
船
積
も
し
く
は
陸
揚
義

務
の
履
行
を
可
能
に
す
べ
く
船
舶
が
滞
船
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
備
え
て
、
当
事
者
が
そ
の
滞
船
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
べ

き
額
を
予
め
知
り
得
る
よ
う
に
滞
船
料
率
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
　
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
）
の
規
定
が
契
約
に
し
ば
し
ば
そ
う
入
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
理
由
の
た

め
レ
ザ
・
・
・
・
・
・
本
件
の
傭
船
契
約
に
含
ま
れ
て
い
る
滞
船
料
の
規
定
を
、
合
理
的
な
期
間
も
し
く
は
一
定
期
間
碇
泊
期
間
を
延
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

す
る
契
約
、
又
は
船
舶
が
あ
る
期
間
滞
船
す
る
（
ｒ
ｅ
ｍ
ａ
ｉ
ｎ
）
と
い
う
黙
示
の
契
約
、
と
解
す
る
合
理
的
理
由
は
な
い
。
私
は
滞
船
義
務

（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｎ
ｅ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｒ
ｅ
ｍ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
）
の
根
拠
を
、
時
間
は
契
約
の
本
質
で
は
な
い
の
で
、
例
外
的
な
事
情
の
場
合
を
除
い
て
、
船
主
は
、

契
約
の
履
行
が
拒
絶
さ
れ
た
（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
　
ｈ
ａ
ｓ
　
ｂ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｄ
ｉ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
）
こ
と
を
確
め
る
に
足
る
十
分
の
期
間
滞
船
（
ａ
～
Ｆ
）
し
た
後

で
な
け
れ
ば
履
行
拒
絶
の
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
で
き
な
い
こ
と
、
に
置
き
た
い
。
こ
の
見
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
本
件
の
ご
と
き

文
言
の
傭
船
契
約
の
も
と
に
お
い
て
、
傭
船
者
が
合
意
さ
れ
た
碇
泊
期
間
内
も
し
く
は
合
意
さ
れ
た
速
度
で
船
積
も
し
く
は
陸
揚
を

完
了
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
違
反
（
ａ
　
ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
０
こ
ｏ
ｎ
ぼ
μ
）
と
大
竹
。

　
…
…
も
し
も
原
告
の
請
求
（
ｔ
ｒ
払
Ｒ
ｎ
民
司
・
回
日
）
が
、
形
式
は
と
も
か
く
実
質
に
お
い
て
、
滞
船
に
対
す
る
請
求
（
ａ
　
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｍ

ｌ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
±
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｖ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
）
で
あ
っ
た
場
合
は
、
本
件
で
請
求
さ
れ
て
い
る
特
別
の
損
害
賠
償
は
取
得
で
き
な
い
。
・
・
・
・
・
・
　
（
し
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か
し
）
、
本
件
の
特
殊
事
情
に
か
ん
ん
が
み
る
に
、
原
告
の
請
求
は
、
実
質
形
式
の
両
面
に
お
い
て
、
本
質
的
に
船
舶
の
滞
船
に
対
す
る

も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
原
告
の
主
張
の
内
容
は
、
傭
船
者
が
約
定
の
速
度
９
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
　
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
）
で
船
積
を

し
て
お
れ
ば
原
告
は
八
百
五
十
本
分
の
運
賃
を
取
得
で
き
た
筈
で
あ
る
の
に
船
積
の
速
度
が
遅
れ
た
た
め
原
告
は
五
百
四
十
四
本
分

の
運
賃
し
か
取
得
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
契
約
違
反
（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
　
ｏ
ｆ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
）
か
ら
直
接

生
じ
た
損
害
｛
｝
Ｏ
Ｓ
）
は
原
告
の
得
べ
か
り
し
運
賃
と
現
実
に
得
た
運
賃
の
差
額
（
ｄ
ｉ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ｂ
ｅ
ｔ
w
ｅ
ｅ
ｎ
　
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
　
ａ
ｍ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
　
　
ｏ
ｆ
　
　
ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

w
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
Ｗ
Ｏ
巴
Ｑ
ｒ
ｐ
べ
Ｑ
ａ
日
の
に
叫
口
ｄ
ｔ
ｈ
ｅ
　
ａ
ｍ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
Ｗ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｙ
　
ｉ
ｎ
　
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
　
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｅ
ｄ
）
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
損
害

　
｛
｝
０
こ
は
、
私
の
見
解
で
は
、
本
件
の
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
、
合
意
さ
れ
た
速
度
で
船
積
す
べ
き
契
約
の
違
反
に
対
す

る
損
害
賠
償
金
（
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
　
ｏ
ｆ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
　
ｔ
ｏ
　
１
０
ａ
ｄ
　
ａ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
　
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
）
の
形
で
賠
償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
ｒ
ｇ
ｌ

Ｏ
べ
２
邑
‥
）
｝
Ｑ
）
ｏ

　
２
ア
ト
キ
ン
判
事
（
ｙ
ｔ
ｋ
ｉ
ｎ
　
Ｌ
.
　
Ｊ
.
　
）

　
　
「
…
…
先
例
に
よ
れ
ば
、
一
定
期
間
の
碇
泊
期
間
を
定
め
、
そ
れ
に
引
き
つ
づ
く
滞
船
料
期
間
を
規
定
し
て
い
る
契
約
（
Ｑ
・
０
ｎ
ｔ
-

ｒ
ａ
ｃ
ｔ
　
　
ｆ
ｉ
ｘ
ｉ
ｎ
ｇ
　
　
ａ
　
　
ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
　
　
ｏ
ｆ
　
　
ｌ
ａ
ｙ
ｌ
芯
呂
ｄ
ｐ
ｒ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
ｉ
品
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｙ
ｓ
　
ａ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
　
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
）
に
お
い
て
は
、
傭
船
者
は
碇
泊

期
間
内
に
約
定
の
全
船
荷
を
船
積
す
る
債
務
（
ｂ
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｏ
　
ｌ
ｏ
乱
ａ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
　
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
　
　
w
ｉ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｔ
ｒ
｝
々
ｄ
Ｑ
芯
）
を
負
担

す
る
に
至
る
…
…
。
碇
泊
期
間
が
全
船
荷
の
船
積
完
了
前
に
満
了
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
傭
船
者
は
契
約
を
破
っ
た
こ
と
に
な
る

　
（
ｈ
ａ
ｓ
　
ｂ
ｒ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｓ
　
ｃ
０
ロ
Ｅ
ほ
）
。
滞
船
料
（
ｄ
ｅ
ｍ
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
）
に
関
す
る
条
項
は
、
完
全
な
契
約
違
反
（
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
　
ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
）
に
対
す
る
損

害
賠
償
金
の
額
を
決
定
す
る
の
で
な
く
て
、
滞
船
よ
り
生
ず
る
損
害
賠
償
金
の
額
を
決
定
す
る
に
す
ぎ
な
い
｛
回
自
氏
ｙ
…
…
ｏ
ロ
｝
ｙ

s
u
c
h

d
a
m
a
g
e
s

a
s

a
r
i
s
e

f
r
o
m

t
h
e

d
e
t
e
n
t
i
o
n

o
f

t
h
e

v
e
s
s
e
l
）
”
合
意
さ
れ
た
額
の
損
害
賠
償
金
を
受
け
と
る
船
舶
の
権
利
（
ｔ
ｈ
ｅ
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s
h
i
p
'
s

r
i
g
h
t

t
o

r
e
c
e
i
v
e

t
h
e

a
g
r
e
e
d

d
a
m
a
g
e
s
)
に
対
応
し
て
、
傭
船
者
に
は
、
破
ら
れ
た
（
＝
履
行
遅
滞
に
陥
い
っ
た
）
契
約
を
履

行
し
損
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
目
的
で
、
船
舶
を
滞
船
さ
せ
る
権
利
(
r
i
g
h
t

t
o

d
e
t
a
i
n

t
h
e

s
h
i
p

f
o
r

t
h
e

p
u
r
p
o
s
e

o
f

e
n
a
b
l
i
n
g

i
m
(
=
c
h
a
r
t
e
r
)
｡

i
f

p
o
s
s
i
b
l
e
｡

t
o

p
e
r
f
o
r
m

h
i
s

b
r
o
k
e
n

c
o
n
t
r
a
c
t

a
n
d

m
i
t
i
g
a
t
e

a
n
y
i
u
r
t
h
e
r

d
a
m
a
g
昌
昌
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
船
主
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
っ
て
、
傭
船
者
の
契
約
履
行
－
す
な
わ
ち
、
碇
泊
期
間
内
に
満
船
船
荷
を
船
積

す
る
こ
と
－
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
は
、
契
約
違
反
(
t
h
e

b
r
e
a
c
h
)
は
決
し
て
修
復
(
r
e
p
a
i
r
)
さ
れ
ず
、
損
害
の
拡
大
を
完
全

に
防
止
す
る
こ
と
も
不
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
船
主
は
、
自
分
の
受
け
た
損
害
の
賠
償
を
、
額
が
予
め
約
定
さ
れ
た
滞
船
料

　
(
J
S
d
Q
尿
d
d
e
m
u
r
r
a
g
e
)
又
は
滞
船
に
対
す
る
額
を
予
め
約
定
し
て
な
い
損
害
賠
償
金
？
ｎ
Ｊ
巴
ｄ
Ｑ
尿
ｄ
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）

に
加
え
て
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
」

　
３
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
判
事
（
Ｓ
ａ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
　
Ｌ
.
　
Ｊ
.
）

　
　
「
…
…
次
に
傭
船
契
約
の
第
三
条
項
の
効
果
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
私
は
教
養
あ
る
裁
判
官
の
次
の
よ
う
な
見
解
に
賛

成
す
る
。
即
ち
、
こ
の
条
項
の
第
二
文
は
、
こ
の
条
項
の
第
一
文
に
規
定
さ
れ
た
碇
泊
期
間
に
関
す
る
明
示
の
（
船
主
の
）
義
務
を
拡

大
す
る
（
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
　
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ａ
ｓ
　
ｔ
ｏ
　
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
　
　
ｏ
ｆ
　
　
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
）
も
の
で
は
な
く
、
規
定
さ
れ
た
割
合
で
傭
船
者
が
船
積
を

し
な
か
っ
た
為
に
生
じ
た
滞
船
（
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
）
に
対
し
て
一
日
二
十
五
ポ
ン
ド
の
損
害
賠
償
金
を
課
し
、
付
随
的
に
、

こ
の
点
に
関
す
る
傭
船
者
の
義
務
は
契
約
の
本
質
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
関
し
他
少
の
期
間
不
厳
守
（
ｕ
ｎ
ｐ
ｕ
ｎ
ｃ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）
が
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

も
、
船
主
は
契
約
が
履
行
拒
絶
さ
れ
た
と
み
な
し
て
船
舶
を
出
航
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
傭
船
契
約
書
第
三
条
項
が
一
日
に
つ
き
二
五
ポ
ン
ド
の
割
合
で
滞
船
に
対
す
る
損
害
賠
償
金
（
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
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d
e
t
e
n
t
i
o
n

o
t

t
h
e

v
e
s
s
e
l
)
を
定
め
て
い
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
場
合
、
こ
の
基
礎
の
も
と
に
計
算
さ
れ
た
金
額
の
支
払
い
は
、
本

件
の
事
情
に
お
い
て
船
主
が
こ
う
む
っ
た
損
害
に
対
す
る
合
意
さ
れ
た
賠
償
(
品
3
り
d
8
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n
)
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
船
主
が
こ
う
む
り
か
つ
船
主
が
主
張
し
て
い
る
損
害
は
、
他
の
性
質
の
損
害
、
即
ち
傭
船
契
約
書
第
一
条

項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
満
船
船
荷
を
船
積
す
る
と
い
う
契
約
、
に
関
す
る
傭
船
者
の
契
約
違
反
に
よ
っ
て
生
じ
た
運
送
賃
の
損
失
な

の
で
あ
る
。
…
…
第
三
条
項
の
第
二
文
の
目
的
は
、
こ
の
第
一
の
義
務
の
履
行
過
程
に
生
ず
る
滞
船
に
対
す
る
損
害
賠
償
（
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｅ
-

ｉ
ｉ
ｓ
ａ
ｉ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｉ
ｏ
ｒ
　
ａ
　
ａ
ｅ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｔ
　
ｔ
ｔ
ｉ
ｅ
　
ｖ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
　
ｉ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｉ
　
ｌ
ｕ
ｌ
ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
　
ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｙ
　
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
を
規
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
の
義
務
そ
の
も
の
の
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
規
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
疑
い
も
な
く
、
滞
船
に
対
す
る
損
害
賠
償
請

求
権
9
c
l
a
i
m

f
o
r
d
l
呂
呂
)
を
生
ぜ
し
め
た
と
同
じ
船
積
遅
滞
が
原
因
と
な
っ
て
、
満
船
船
荷
船
積
義
務
の
違
反
と
い
う
結
果

も
生
じ
た
の
で
あ
る
が
、
後
の
方
の
義
務
違
反
（
ｒ
ａ
９
）
は
、
単
な
る
滞
船
（
ｄ
ｓ
ａ
ｔ
‘
ｏ
昌
か
ら
生
じ
た
損
害
か
ら
独
立
し
か
つ
大

き
く
上
ま
わ
る
一
定
の
別
個
の
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
の
で
あ
る
。
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
第
三
条
項
の
第
二
文
の
目
的
は
、
第
一
条

項
の
義
務
－
即
ち
満
船
船
荷
の
船
積
、
を
履
行
す
る
目
的
で
か
つ
そ
の
履
行
過
程
で
な
さ
れ
る
船
積
、
の
遅
滞
か
ら
生
ず
る
損
害

賠
償
金
I
　
u
ｔ
ｔ
ｉ
ｕ
ａ
ｇ
ｃ
ｓ
　
ａ
ｉ
ｉ
Ｂ
ｉ
ｎ
Ｋ
　
ｉ
ｒ
o
m
　
ａ
　
ａ
ｅ
ｉ
ａ
ｙ
　
ｉ
ｎ
　
ｌ
ｏ
ａ
ａ
ｍ
ｇ
　
ｔ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｉ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｆ
ｕ
ｌ
ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｙ
　
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
-

ｇ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
ｃ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ
　
１
-
ｎ
ａ
ｍ
ｅ
ｌ
ｙ

。
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｌ
ｏ
ａ
ｄ
ｉ
品
ｏ
Ｉ
　
ａ
　
ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
　
ｃ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
）
を
決
定
す
る
為
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
そ
れ
が
、
第
一
条
項

の
義
務
の
違
反
そ
の
も
の
か
ら
生
ず
る
損
害
賠
償
金
を
も
確
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
（
第
三
条
項
の
）
第
二
文
の
範

囲
を
不
当
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
…
…
」
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